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有機ホウ素化合物の安価・簡単・安全な合成法を開発 

 

研究成果のポイント 

・鈴木クロスカップリング反応などに利用され，医薬品や液晶などの重要な原材料となる有機ホウ素化

合物の安価・簡単・安全な新しい合成方法「シリルボラン法」を開発。 

・有機ホウ素化合物の合成に必要な触媒・活性化剤のコストが従来法と比べ 1/20 となる。 

・これまでの方法と異なり，重金属触媒や発火性のある反応剤を用いないため安全である上，環境にも

優しい。 

・医薬品や液晶，有機 EL 材料などの大幅なコストダウンが期待できる。 

 

研究成果の概要 

鈴木カップリングの原料である有機ホウ素化合物の合成が簡単・安価になる新しい方法を発見しま

した。この方法では有機ホウ素化合物合成の触媒コストが従来法と比べ約 1/20 となる上，重金属を

全く使わない環境に優しいという利点を持ちます。 
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研究成果の概要 

（背景） 

 有機ホウ素化合物は，2010 年のノーベル化学賞の受賞対象となった鈴木カップリング反応で用いられ

る重要な物質です。この化合物から医薬品や液晶，有機 EL 材料などの高付加価値化合物を合成すること

ができます。しかし，有機ホウ素化合物を合成するためには，従来はパラジウムなどの高価な重金属触

媒やリチウムなどの発火性金属が必要（重金属触媒法：下図(上)）で，コストや安全面で問題がありま

した。 

（研究手法） 

 これまでに用いられてきたホウ素化反応では，ホウ素を主に含有するホウ素化剤が用いられてきまし

た。この場合，重金属触媒が必要ですが，これはホウ素化剤の反応性が低いためであると我々の研究グ

ループは考え，より高い反応性をもち，重金属触媒を必要としない新しいホウ素化剤の探索を行いまし

た。 

（研究成果） 

 様々なホウ素化剤や活性化剤の組み合わせを検討したところ，ホウ素化反応剤としてこれまで使われ

たことのない，ケイ素を含むホウ素化合物「シリルボラン」と，安価な塩基性活性化剤を組み合わせた

場合，ホウ素化反応が極めて効率良く進行することを発見しました（シリルボラン法：下図(下))。この

反応は，これまでのホウ素化剤を用いた場合に必要とされていた，高価な重金属触媒を必要としない上，

従来法に比べて多くの種類の有機ホウ素化合物を合成することができました。 

 



（今後への期待） 

 これまでに用いられていたパラジウムや白金などの重金属触媒に比べて，塩基性活性化剤はコストが

約 1/20 であるため，有機ホウ素化合物の合成コストが大幅にダウンできます。また，この反応は操作が

簡便で，かつマグネシウムやリチウムなどの発火性の化合物を使わない安全な方法であるうえ，反応の

スピードも早く，有機ホウ素化合物を用いて作られている医薬品や液晶材料等の最終製品のコストダウ

ンや開発期間の短縮につながると考えられます。さらにこの研究を通じて，ケイ素を含むホウ素化合物

の新しい性質を発見したため，これを応用し別の新しい反応を開発する手がかりになると考えられます。
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